
第 1章高齢者一般調査

7.介護保険制度全般

(1 )介護保険料と介護保険サービスについて

間42 あなたは介護保験料と介護保股サービスについてどう思いますか。 (0は1つ〉

【介護保険料と介護保険サービスについて×性別・年齢別】

全体

(N=2，985) 

「一 男性

性 (n=1，315) 

見IJ 女性

L (n=1，609) 

(n=720) 

65-69歳
(n=680) 

年
70-74歳

齢
(n=590) 

JJIJ 75-79歳

l8{0=~8剖4自}主

(n=312) 

85歳以上

(n=213) 

「一一一一

O覧

-保険料が高くなっても、施設や在宅サービスの量を増やす方がよい

図施設や在宅サービスの量は現状程度がよい

ロ介護保険サービスの量や内容が低下しても、保険料は安い方がよい

Bわからない

ロ無回答

20% 40% 60覧 80覧 100覧

介護保険料と介護保険サービスについては、「わからないJが37.6%で最も多く、「保険料が高くなっ

ても、施設や在宅サービスの量を噌やす方がよいJが 18.9%、「施設や在宅サービスの量は現状程度が

よいJが17.0%、f介護保険サービスの量や内容が低下しでも、 保険料は安い方がよいJが16.2%とな

っている。

年齢別にみると、 60"'64歳で「保険料が高くなっても、施設や在宅サービスの量を増やす方がよし、j

が 23.3%と、他に比べ高い割合を占めている。また、85歳以上では 「施設や在宅サービスの量は現状

程度がよいJが24.4%と、これも高い割合を占めている。
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【介護保険料と介護保険サービスについて×要介護認定の状況別 ・健康状態別】

。

噌を施設保険 現は施設 料は容内介言要
わ

無回
回 色、

主日主 やや料 状や 安が保 ら 答
数 す在が 程在 い低険 な
方宅高 度宅 方下サ し、

がサく
がよサl 
がし|

よな よてピ
b、ビ?っ L、ピ いも、ス
スて ス の
のも の 保量
量 量 険や

全体
2，985 564 506 485 1， 123 307 
100.0 18.9 17.0 16.2 37.6 10.3 

姿介護認定の申請はしていない 2.051 20.3 15.4 16.2 39.9 8.1 

要
非該当(自立) 418 14.8 23.2 17.7 32.5 11. 7 

介
要支援1 100 24.0 24.0 12.0 27.0 13.0 

要要ー介支援2 43 32.6 23.3 14.0 14.0 16.3 
議

設 1 60 15.0 31. 7 15.0 30.0 8.3 認、
要介護2 42 19.0 26.2 7.1 28.6 19.0 ~ヒ..， 
実要ブ介k義護主4 25 28.0 28.0 0.0 36.0 8.0 
の ー
状

21 14.3 19.0 4.8 42.9 19.0 
要介護5 11 36.4 18.2 。。 18.2 27.3 
況
わからない 90 7.8 4.4 26. 7 44.4 16.7 
無~容 124 7.3 10.5 18.5 36.3 27.4 

健康で、普通に生活している 1，387 20. 7 16.7 15.0 38. 1 9.5 

何らかの病気や障がいはあるが、
1，348 17.4 16.5 17.7 38.1 10.2 

日常生活は自立、外出もできる
健
何家のらかの病気や際がいはあるが、首長 168 16. 1 22.0 19.6 32. 1 10. 1 
状

中では自立、外出はできない

態
病気や隊がいがあって、日中も

37 21. 6 29. 7 5.4 37.8 5.4 
~IJ 
ベッドの上での生活が主休である
病気や障がいがあって、 1日中
ベッドの上にいる

16 25.0 12.5 。。 43.8 18.8 

然回答 29 13.8 6.9 10.3 17.2 

平成22年度 2，939 12.2 23.6 12.4 43.0 

要介護認定の状況別にみると、要支援1以下の軽度、または自立の人では「わからなしリの割合が高

く、要支援2、要介護5の人では「保険料が高くなっても、施設や在宅サービスの量を増やす方がよいj

の割合が高くなっている。

健康状態別でみると、いずれも「わからないJとの回答が最も多いが、病気や障がいがあって、日中

もベッドの上での生活が主体である人は、f施設や在宅サービスの量は現状程度がよいJ、病気や障がい

があって、1日中ベッドの上にいる人は「保険料が高くなっても、施設や在宅サービスの量を増やす方

がよいJの割合が、他に比べ高くなっている。

前回調査と比べると、「保険料が高くなっても、施設や在宅サービスの量を増やす方がよし、J、「介護

保険サービスの量や内容が低下しでも、保険料は安い方がよいJの割合がわずかに増加している。
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(2)今後の介護意向

間43 あなたは、介護が必要になつだとき、どのようにしだいと考えていますか。(0は1つ〉

全体

(N=2.985) 

「一男性

性 (n=1.315)

別女性

L( 同 ，β加脚馴6印側州oω附9引) 

(い日日山山6印ル……Oト内…~叶叩6臼4(n=720) 
65-69歳
(n=680) 

年 70-74歳
齢 (n=59叩0)

別 75-79歳

l 
80-84歳
(n=312) 

85歳以上

0% 

【今後の介護意向×性別・年齢別】

-在宅で、できるかぎり家族だけの介護を受けたい

図在宅で、家族の介護と介護サービスを併せて介護を受けたい

臼在宅で、介護保険サービスを中心に介護を受けたい

園施設等に入所したいが、サービスが充実すれば在宅で生活したい

図施設に入所したい

図その他

目わからない

ロ無回答

20% 40% 60% 80也

4.1 

3.3 

4.4 

0.6 

1.8 

3.6 

100% 

介護が必要になったときは、「在宅で、家族の介護と介護サービスを併せて介護を受けたし、J、「施設

等に入所したいが、サービスが充実すれば、在宅で生活したしリ、「在宅で、介護保険サービスを中心に

介護を受けたいJ、「在宅で、できるかぎり家族だ、けの介護を受けたいJを合わせた 58.6%が『在宅で生

活したい』との意向を持っている。

性別でみると、男性は「在宅で、できるかぎり家族だ、けの介護を受けたいJ、「在宅で、家族の介護と

介護サービスを併せて介護を受けたいJの割合が女性よりも高く、女性は「施設に入所したいが、サー

ピスが充実すれば在宅で生活したいJ、「施設に入所したいJの割合が、男性よりも高くなっている。

年齢別でみると、 60歳から 74歳にかけては、 f施設に入所したし、j での回答が最も多く、 75歳以上

では 「在宅で、家族の介護と介護保険サービスを併せて介護を受けたいJでの回答が多くなっている。
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【今後の介護意向×世帯構成別・健康状態別】(経年比較)

全体

世
f官
t樟
成
}jIJ 

健
首長

4犬
態
}jIJ 

経
年
tヒ
般

ひとり暮らし世帯

夫婦だけで、一人とも65歳以上の
世宇野
夫婦だけで、どちらかが65歳以上
の世帯
夫婦だけで、一人とも65歳未満の
世帯
あなたとその他の高齢者 (65歳以
上の方)のみの世幣
ー世代同居ー世都 (65歳未満の方が
いらっしゃる世帯)
二世代同居世構 (65歳未満の方が
いらっしゃる世帯)

その他の世帯

|無巨主主

健康で、普通に生活している

何らかの病気や障がいはあるが、
日常生活は自立、外出もできる
何らかの病気や障がいはあるが、
家の中では自立、外出はできない
病気や隣がいがあって、日中も
ベッドの上での生活が主体である
病気や隊がいがあって、 1日中
ベッドの上にいる

無回答

平成22年度

平成19年度

平成16年度

平成25年度

平成22年度

平成19年度

回
答
数

2，985 
100.0 

633 

816 

219 

210 

90 

514 

121 

318 

64 

1，387 

1，348 

168 

37 

16 

29 

2，939 

3，161 

2， 722 

た君主在
議介議介在宅

い自主宅
だで をサで
け 受 l
ので けピ家
介き たス族
議る いをの
をか 併介
受ぎ せ護
けり てと
311 596 
10.4 20.0 

4. 7 7.6 

12.7 23.0 

11. 0 24.2 

8.6 23.3 

12.2 13.3 

13.0 27.8 

9.9 22.3 

12.9 22.0 

6.3 9.4 

9.6 19.9 

10.4 19.6 

19.6 23.8 

8.1 27.0 

。。 6.3 

6.9 17.2 

9.9 22.2 

10.4 21. 8 

12.4 26.8 

けピ在 れが施 施 そ
たス宅 ば設 設 の
いをで 在サ等 他
中 宅 lに 入
心介 でピ入 所
にま華 生ス所 し
介保 活が し た

2盤険 し充た b、

をサ た実い
受 l いす
315 526 660 47 
10‘6 17.6 22.1 1.6 

13.0 17.2 28.4 3.5 

10.4 18.0 20. 7 1.1 

11. 9 18.3 21. 0 0.0 

10.0 18.6 21. 4 1.0 

10.0 16.7 17.8 1.1 

11. 1 16.3 18.5 0.8 

6.6 18.2 24.0 3.3 

6.9 17.9 20.4 1.3 

7.8 20.3 23.4 1.6 

11. 0 19.8 22.2 1.2 

10. 1 16.5 23.4 1.6 

10.7 12.5 14.3 1.8 

13.5 8.1 16.2 5.4 

6.3 12.5 31. 3 12.5 

10.3 10.3 3.4 3.4 

10.4 16.0 21. 2 0.4 

10.6 16.7 20. 1 0.8 

9.4 11. 2 楽I 17. 0.8 

‘・
わ 無

2う‘ 回
ら 答
な
b、

408 122 
13.7 4.1 

19.3 6.3 

9.9 4.0 

11.4 2. 3 

17. 1 0.0 

24.4 4.4 

10.3 2.1 

11. 6 4. 1 

14.8 3.8 

12.5 18.8 

13.5 2.9 

14.5 3.8 

11.9 5.4 

10.8 10.8 

6.3 25.0 

0.0 48. 3 

13.8 6.1 

12.5 7. 1 

18.0 4. 2 

世帯構成別でみると、ひとり暮らし世帯と三世代同居世帯では「施設に入所したいJでの回答が最も

多く 、あなたと、その他の高齢者のみの世帯では「わからないJ、このほかではいずれも「在宅で、家

族の介護と介護サービスを併せて介護を受けたいJでの回答が多くなっている。

健康状態別でみると、健康で、、普通に生活している人、何らかの病気や障がいはあるが、日常生活は

自立、外出もできる人、病気や障がいがあって、 1日中ベットの上にる人で「施設に入所したいJとの

回答が最も多くなっており、それ以外では f在宅で、家族の介護と介護サービスを併せて介護を受けた

いJを希望する人が多い。

平成 16年度からの変化をみると、「施設に入所したいJの割合が、わずかずつではあるが一貫して増

加傾向にある。
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(3)今後、特に力を入れてほしい高齢者に関する施策

問44 高齢者に関する施策について、行政に対して今後どのようなことに特に力をいれてほしい

と思いますか。 (0は3つまで〉

【今後、特に力を入れてほしい高齢者に関する施策】

医療や介設の在宅サービスを

充実させる施策

在宅生活困難者に対し、~設・
居住系サービスを充実させる施策

意欲と能力に応じた就業機会が

得られるよう支援する施策

施設や道路、交通などにおける、

高齢者にやさしいまちづくり

地績の中で支え合うような

ネットワークを構築する施策

食事や運動など健康づくり・

介護予防を行う環境を整える施策

高齢者のための良質な住まいを

確保する施策

認知症高齢者に対する

支媛体制を充実させる施策

情報提供や環境づくりを推進する施策

講座などを通じて、豊かで健康的な

生活を送れるよう支援する施策

地機活動など、高齢者の

社会貢献活動を支援する施策

従事者の介護サービスの

貨の確保・向上に関する施策

高齢者からの得談への対応力を

充実させる施策

高齢者の財産を守り、権利の

行使を確保する施策

その他

鎌田答

0略 20弘 40% 60拡
ーーーーー司、

42.6 

会体(N=2.985)

今後、特に力を入れてほしい高齢者に関する施策は、 f医療や介護の在宅サービスを充実させる施策J

が 42.6%で最も多く、次いで f在宅生活困難者に対し、施設・居住系サービスを充実させる施策Jが

30.7%で続いている。
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【今後、特に力を入れてほしい高齢者に関する施策×性別 ・年齢別・世帯構成別

-要介護認定の状況別・健康状態別】

(%) 
な議 活地 ら意

施策情報 防予食事
さ医
住系在宅
保従 光吉起

確を高齢
実高 ヲ地 保高 両施 そ 無

同 生皮 動域 れ欲 せ療 -事 実知 さ齢 I 1事 す齢 齢設 の |両|

4嘗 f舌な を活 ると 提 をや るや
サl生活
向者 さ症 係者 せ者 クの る者 者や 他 答

数 をど 支動 よ骨量 供 行運 施介 上の せ高 すの るか を中 施の に道
送を 援な うカ や う動 策ま車 ピ困 に介 る齢 る財 施ら 檎で 策た や路
れ通 すど 文に 環 草書な の ス難 関議 施者 結産 貨の 祭文 め さ
るじ る、 援応 境 事Eど 在 を者

するサl 
策に 策を 相 すえ の し交

よて 施高 すじ づ を健 宅 ブEに 対 守 談 る合 良 い通

ヲ 策齢 るた く E量康 サ 実対 MiJピ す り へ 施う 質 まな
支重量 者 施就 り えづ さし 策ス る の 策よ な ちど
援か の 策集 を るく ピ せ 、 の 支 権 対 う t主 づに
ずで 宇土 機 f陸 施り ス る施 質 俊 手IJ 応 な ま くお
る健 会 ~ 進 m. を 施設 の 体 の カ ネ し、 りけ
施康 実 カE す 介 1賢 策- 確 伽l 行 を ツ を る
策的 献 4尋 る 穫 実 庖ー を 使 充 ト F臨

全体
2，985 358 356 561 378 494 1，272 917 293 391 134 144 544 413 550 73 296 
100.0 12.0 11. 9 18.8 12.7 16.5 42.6 30.7 9.8 13.1 4.6 4.8 18.2 13.8 18.4 2.4 9.9 

性 射性 1. 315 12.9 15.5 23.0 16. I 16. I 43.0 25.6 9.2 13.0 4.8 4.9 19.1 10.6 17. I 3.3 8.6 
女性 1. 609 11.5 9.3 15.6 9.7 17.2 42.9 31.7 10.6 13. I 4.1 1.8 17.5 16.3 19.9 1.8 10.1 )lIJ 
無 司君草 61 6.6 3.3 13. I 16.4 9.8 27.9 36.1 1.6 14.8 1.6 3.3 18.0 18.0 8.2 1.6 24.6 
60-64歳 720 8.世 14.3 33. I 10.8 16.9 40.8 35.7 9.3 13.3 4.2 5.0 23.3 15.3 18.8 2.4 3.9 
65-69歳 680 16.0 14.7 24.0 15.3 15.4 41. 3 34.0 10.7 13.1 4.3 4.7 19.4 13.5 18.4 2.9 6.0 

主事 70-74歳 690 13.7 12.9 12.4 14.2 18.5 47.8 29.5 10.6 13.4 4.1 6.6 17.3 14.6 17.3 1.6 8.3 
齢 75-79歳 428 14.0 8.2 12.4 12.1 17.1 42.3 25.0 6.6 14.0 4.2 2.6 13.3 14.7 22.2 3.3 16.0 
.iJIJ 80-84歳 312 8.0 8.3 6.7 11. 2 17.6 42.3 25.6 10.9 12.8 7.1 6.8 16.7 11.9 17.9 1.9 18.9 
85歳以上 213 8.0 6.6 3.8 9.4 12.2 41. 3 25.4 13. I 9.9 4.2 3.3 13. I 8.5 15.6 2.8 23.0 
無回答 42 4.8 4.8 11.9 11. 9 9.5 33.3 33.3 2.4 14.3 2.4 2.4 11. 9 16.7 9.5 2.4 31. 0 

ひとり暮らし世帯 633 13.3 8.8 14.8 7.6 18.0 37.8 28.4 10.7 8.6 4.6 4.4 20. I 19.9 14.6 2. I 

夫世婦帯だけで、一人とも65歳以上の 816 13.8 13.4 14.6 14.3 17.0 46.1 29.0 10.2 14.6 6.3 6.4 16.8 11.4 18.3 3.2 9.6 

夫婦だけで、どちらかが65歳以上
219 15.5 15.6 21. 5 17.8 17.8 47.0 31. I 11. 0 11.4 4.6 6.0 21. 6 12.8 6.0 

の世帯

世 夫婦だけで、一人とも65歳未満の 210 9.0 17. I 38. I 14.8 16.7 41. 9 31. 9 7.6 17. I 4.8 6.7 22.4 12.4 20.0 1.4 
干帯
世帯

4稗 上あなの1た])とのそみの他の世の両帯齢者 (65歳以 90 7.8 7.8 16.6 10.0 13.3 33.3 36.7 10.0 7.8 3.3 7.8 16.7 18.9 18.9 1.1 16.6 
成
二世代同居世帯 (65歳未満の方がlllJ 
いらっしゃる世椛) 614 9. I 11.7 20.8 12.6 14.4 48.4 34.0 10. I 17.3 4.6 4.3 17.7 12. I 22.6 1.9 6.4 

五世代同居世裕 (65歳未満の方が
121 12.4 11. 6 23. I 13.2 15.7 43.0 33.9 6.6 12.4 2.5 2.5 14.9 9.9 21. 5 2.5 8.3 いらっしゃる1!!:硲)

その他の世帯 318 10.4 11. 3 21.4 14.2 17.6 37. I 29.6 9.4 11.6 3.8 1.7 18.2 13.2 20. I 4.1 10.1 

無回答 64 9.4 6.3 7.8 14. I 9.4 26.6 34.4 4.7 15.6 1.6 3.1 6.3 10.9 10.9 3.1 32.8 

要介護認定の申請はしていない 2，051 11.9 12.6 20.6 12.6 17.2 43.4 32.4 9.7 13.2 4.2 6.2 19.1 13.9 18.8 2.6 7.8 

!l:! 非該当[回 118 15.8 15.6 21.8 16.3 16.6 42.3 28.7 8.6 13.2 4.6 4.8 21. 5 12.9 16.0 2.4 7.9 
要支俊l 100 10.0 5.0 10.0 16.0 27.0 45.0 29.0 12.0 13.0 4.0 1.0 15.0 16.0 22.0 2.0 11. 0 
介
望星 '11: 2 43 2.3 7.0 2.3 9.3 14.0 46.5 25.6 20.9 14.0 9.3 2.3 18.6 16.3 16.3 。。 11. 6 E盤
聖書 :rtiJ 601 11. 7 8.3 6.7 10.0 10.0 55.0 35.0 16.7 10.0 3.3 1.7 11. 7 10.0 23.3 1.7 11. 7 
認
重要 lIfi2 42 7. 1 7.1 11. 9 9.5 11. 9 38. I 35.7 14.3 26.2 16.7 7. I 9.5 9.5 11. 9 4.8 14.3 定
嬰 iii3 25 4.0 8.0 0.0 4.0 8.0 44.0 32.0 16.0 24.0 4.0 4.0 16.0 8.0 12.0 0.0 28.0 の
要介護4 21 4.8 0.0 9.6 4.8 9.5 14.3 47.6 14.3 14.3 9.5 4.8 4.8 33.3 9.5 0.0 23.8 
状
要介護5 11 9.1 18.2 事l 9.1 9.1 18.2 27.3 0.0 9.1 。。 9.1 0.0 0.0 27.3 9.1 36.4 
況
わからない 90 6.7 4.4 15.6 8.9 10.0 41. 1 17.8 2.2 7.8 4.4 6.6 8.9 16.7 28.9 3.3 26.6 
無1.1答: 124 14.5 6.5 10.5 8.9 14.5 30.6 15.3 10.6 9.7 4.0 3.2 12.9 12.9 12.9 0.8 29.0 

健康で、普通に生活している 1，387 13.0 15.1 24.8 14.2 17.3 41. 2 32.3 10.6 11. 9 4.6 4.8 20.8 12.3 16.3 2.3 7.7 

何らかの病気や|容がいはあるが、
1，348 12.2 10.2 15. I 12. I 16.5 43.7 29.3 8. I 13.7 4.2 6. I 17.5 15.4 21. 2 2.4 10.2 

日常生活は自立、外出もできる
健
何家のらかので病は気自や立隠、外がいはあるが、康
中 出はできない

168 5.4 3.0 6.0 7. I 14.3 50.6 26.0 17.3 14.9 6.5 3.6 8.3 13. I 16. I 3.6 16.7 
状
ベ病気ッやド隊の上がいがの生あ活って、 日中であも態

で が主体る
37 5.4 5.4 8.1 8.1 8. I 40.5 43.2 13.6 21. 6 6.4 0.0 10.8 21. 6 16.2 2.7 16.2 

j)IJ 
病気や障がいがあって、 l日中
ベッ ドの上にいる

16 6.3 0.0 0.0 6.3 12.5 18.8 43.8 6.3 18.8 0.0 6.3 6.3 6.3 25.0 6.3 26.0 

無回答 29 6.9 6.9 。。 6.9 10.3 27.6 31.0 6.9 17.2 10.3 3.4 3.4 13.8 3.4 。。44.8 
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性別でみると、いずれも「医療や介護の在宅サービスを充実させる施策Jでの回答が最も多いが、こ

のほか男性では「地域活動など、高齢者の社会貢献活動を支援する施策J、「意欲と能力に応じた就業機

会が得られるよう支援する施策J、「情報提供や環境づくりを推進する施策Jなどで女性に比べ回答の割

合が高くなっており、女性では「在宅生活困難者に対し、施設・居住系サービスを充実させる施策j、f高

齢者のための良質な住まいを確保する施策Jなどで男性に比べ割合が高くなっている。

年齢別でみると、どの年代でも f医療や介護の在宅サービスを充実させる施策Jでの回答が最も多く、

いずれも4割台を占めている。このほか「意欲と能力に応じた就業機会が得られるよう支援する施策J、

「在宅生活困難者に対し、施設 ・居住系サービスを充実させる施策Jなどでは、比較的低い年齢層での

割合が高くなっている。

世帯構成別にみると、あなたと、その他の高齢者のみの世帯で「在宅生活困難者に対し、施設 ・居住

系サービスを充実させる施策Jが多くなっているほかは、いずれも「医療や介護の在宅サービスを充実

させる施策Jでの回答が最も多くなっており、特に二世代同居世帯、夫婦だけで、どちらかが 65歳以

上の世帯、夫婦だけで、二人とも 65歳以上の世帯で、その割合が高くなっている。
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(4)サービスの利用状況・利用意向、満足度

問45 あなだは、以下のサービスを利用したことがありますか。まだ、現在利用していない揚合

は、今後利用しだいと思いますか。(項目ごとにOは1つ〉
さらに、サービスを現在利用している揚合は、それに苅する満足度はいかがですか。

〈項目ごとにOは1つ〉

【サービスの利用状況・利用意向】

・現在事l用している

(N=2，985) 

1 )シルバー手帳の審l引サーピス

2)老人クラブ活動助成

3 )老人福祉センター

4)老人教室

5)介護支媛ボランティア事業

6)福4止パス

7)高齢者乗車券

8)老人いこいの家

9) シルバー人材センター

1 0)健康手帳の利用

1 1 )緊急通報システム

1 2)芦の訪問

1 3) 日常生活用具

1 4)食の自立支援.i!ie食サービス

1 5)生活支媛ショートステイ

1 6) 日常生活自立支媛事業

17)福祉相談事業

1 8)ふれあいサロン

1 9)ふれあいネットワーク

20)禽齢者住宅相談支援事業

0覧

回必要なサービスなので、今後ぜひ利用したい

ロ必要性を感じたら、 ~J用したい

図利用するつもりはない

臼わからない

ロ無回答

20% 40% 60% 80略
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【サービスの満足度】

なて

る

し
い

足

氏

周

答

足

ま

回

満

あ

無
.
ロ川
」

四やや満足している

B不満である

1 )シルバー手帳の割引サーピス (n=521)

2)老人クラブ活動助成 (n=95) 

3)老人福祉センター(n = 65) 

4)老人教室(n =53) 

5)介護支媛ボランティア事業 (n=8) 

6)福位パス (n=129) 

7)高齢者乗恵券 (n=779)

8)老人いこいの家 (n=81) 

9) シルバー人材センター (n=108)

1 0)健康手帳の利用 (n=154)

1 1 )緊急通報システム(n = 35) 

1 2)声の訪問(n =23) 

1 3) 日常生活用具(n =36) 

1 4)食の自立支媛・配食サービス(n = 12) 

1 5) 生活支媛ショートステイ(n = 16) 

1 6) 日常生活自立支援事業 (n=24) 

1 7)福位相談事業(n = 14) 

1 8)ふれあいサロン(n = 84) 

1 9)ふれあいネットワーク (n=17)

20)高齢者住宅相談支媛事業 (n=8) 

0% 20% 40覧 60百 80拓 100覧

高齢者に対するサービスの利用状況をみると、 f現在利用しているJの割合が高いのは、高齢者乗車

券が26.1%、次いでシルバー手帳の割引サービスが 17.5%、そのほかのサービスでは1割に満たない。

また、「必要なサービスなので、今後ぜひ利用したいJ、「必要性を感じたら、利用したしリを合わせた

利用意向が高いものは、緊急通報システムが 41.9%、次いで食の自立支援 ・配食サービスが 38.3%で

続いている。

サービスを利用している場合の満足度では、老人クラブ活動助成、食の自立支援 ・配食サービス、生

活支援ショートステイでは「やや満足しているJ、このほかではいずれも「満足しているJとの回答が

最も多く、これを合わせた『満足』は6割から9割台を占めている。
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